
「光の道構想」に関する検討状況

■ 「過去の競争政策のレビュー部会」及び「電気通信市場の環境変

化への対応検討部会」では、３月２９日に合同部会を開催し、「光の

道構想」に関する議論をより深いものとする観点から、合同部会のも

とに、「光の道構想」に関する作業チームを設置。

【「光の道」整備の在り方検討作業チーム】

主 査：相田仁（過去の競争政策のレビュー部会座長代理）（東京大学大学院工学系研究科教授）

構成員：北俊一（過去の競争政策のレビュー部会構成員） （株式会社野村総合研究所上席コンサルタント）

篠﨑彰彦（電気通信市場の環境変化への対応検討部会構成員）（九州大学大学院経済学研究院教授）

吉川尚宏（電気通信市場の環境変化への対応検討部会構成員）（Ａ．Ｔ．カーニー株式会社プリンシパル）

（敬称略）

２０１０年４月１日
「過去の競争政策のレビュー部会」
「電気通信市場の環境変化への対応検討部会」



３／２９の合同部会における「光の道構想」に関する主な意見①

■ 「光の道」の定義をしっかりと行うことが必要ではないか。「光の道」は、光ファイ

バだけか。また、何Ｍｂｐｓ以上というイメージなのか。

■ ハイビジョン級の映像の受信を考えると、３０Ｍｂｐｓや１００Ｍｂｐｓが必要だが、例

えば、太い回線の３０Ｍｂｐｓや１００Ｍｂｐｓは、ある程度目標設定という形にし、最低

限の回線の３Ｍｂｐｓ、５Ｍｂｐｓや１０Ｍｂｐｓは１００％普及という形で２段階に分けた

方が、分かりやすいのではないか。

■ 他国もブロードバンドの政策目標を設定する中で、我が国で整備する「光の道」

が３～５Ｍｂｐｓ程度であれば、今後掲げる戦略として意味がないのではないか。

「光の道」と言うなら、上り３０Ｍｂｐｓ以上とすべきでないか。

■ 最初に「光の道」の定義を決めるのも一つの方法だが、整備主体との組み合わ

せによって「光の道」の定義の仕方が変わってくることもあるので、幾つかの組み

合わせを出した上で議論するのも一つの方法ではないか。

（「光の道」の定義・範囲）



３／２９の合同部会における「光の道構想」に関する主な意見②

■ 光の道構想にも、国家戦略が欠かせないので、生活水準が上がり、かつ経済の

産業構造・生産性を上げるといった観点が入っていることが必要ではないか。

■ 光の道整備後に想定する利活用のイメージをセットで伝えないと、結局誰も走ら

ない高速道路と同じになるのではないか。

■ 加入１００％を実現するかは、どのようなアプリケーションが出ているかと関係。

先進的なアプリケーションが動くためには、公共機関（学校・官公庁等）では、ブ

ロードバンドが全部引き込まれていることを念頭に検討が必要ではないか。

■ ＦＴＴＨが普及しない理由は、１事業者によるほぼ独占に近い状態のため。この

部分の開放をある程度進めれば、ＦＴＴＨの普及は進むのではないか。

■ ＮＴＴの組織形態の在り方については、幾つかのパターンが考えられるが、ヒアリ

ングの実施を含め、十分な議論をすることが必要ではないか。

■ この不確実な時代において１０年後の正しい社会を読み込むことは困難なので、

過去のレビューや他国の政策を踏まえ、現時点で考えられる方策をいくつか示す

ということでないか。

（「光の道」の利活用）

（ＮＴＴの在り方）
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